
入壕料=無料

午前9時~午後4時まで
(最終入壌は午後3時30分までにお願いしま丸)
・休み:第3火細目と年末年始(12/29-1/3)

但し、点検等による臨時休業がありま丸
.車は代官i町(象山東)駐車場に駐車できま丸

代官町(輩山東)駐車場所在地，長野市松代町松代14ω3
6走歩7分・無料)
・大型パス7台、普通車8台駐車可
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-
地
下
壕
は
、
で
き
る
限
り
当
時
の
状
態
の
ま
ま
保
存

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
風
化
等
に
よ
り
大
変
も
ろ
く

崩
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
箇
所
や
天
蝿
か
低
い
箇
所

が
あ
り
ま
す
九

見
学
時
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
入
居
場
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
壕
内
で
の
つ
ま
ず
き
、
ス
リ
ッ
プ
に
は
充
分
注
意
す
る
と
と
も

に
結
露
に
よ
る
水
滴
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
壕
内
の
地
面
は
凸
凹
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
サ
ン
ダ
ル
や

ヒ
ー
ル
の
あ
る
靴
で
お
越
し
の
際
は
充
分
お
気
を
つ
け
く
だ

さい。

※
域
内
は
、
品
固
な
ど
の
振
動
に
よ
り
崩
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

め
、
御
静
粛
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
副
都
内
で
は
、
飲
食
、
喫
煙
、
落
書
き
、
集
会
等
、
他
の
お
客
様
に

ご
迷
惑
に
な
る
行
為
は
お
断
り
し
ま
み
九

※
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

ずりを運んだトロッコの枕木跡天盤にある壌の東西、水平を

測った;~~点

長野市観光振興課
干380・8512長野市大字鶴賀緑町1613
TEL(026)224-8316 
(月~金午前8時30分から午後5時15分)「…|

マ
イ
ヅ
ル
ヤ
マ

松
代
大
本
営
地
下
壕
は
、
舞
観
山
(
現
気
象

庁
松
代
地
震
観
測
所
)
を
中
心
と
し
て
皆
神

ヤ
マ

ゾ
ウ
ザ
ン

山
、
象
山
に
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
掘
り
抜
か

れ
、
そ
の
延
長
は
、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
に
及

ん
で
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
軍
部
が
本
土
決

戦
最
後
の
拠
点
と
し
て
、
極
秘
の
う
ち
に
、
大

本
営
、
政
府
各
省
等
を
こ
の
地
に
移
す
と
い
う

計
画
の
も
と
に
、
昭
和
十
九
年
十
一
日
μ

十
一
日
か

ら
翌
二
十
年
八
用
十
五
日
の
終
戦
の
日
ま
で
、

お
よ
そ
九
箇
月
の
閑
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

突
貫
工
事
を
も
っ
て
、
全
工
程
の
約
八
割
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
建
設
に
は
、
当
時
の
金
額
で
一
億
円
と

も
二
億
円
と
も
言
わ
れ
る
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、

ま
た
、
労
働
者
と
し
て
多
く
の
朝
鮮
や
日
本
の

人
々
が
強
制
的
に
動
員
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
関
係

資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
必
ず

し
も
全
て
が
強
制
的
で
は
な
か
っ
た
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
見
解
が
あ
り
ま
す
。

工
事
は
、
一
日
二
交
替
か
ら
三
交
替
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
食
糧
事
情
が
葱
く
工
法
も
旧
式

な
人
海
作
戦
を
強
い
ら
れ
、
正
確
な
数
字
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
犠
牲
者
も
出
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。戦
後
は
、
訪
れ
る
人
も
少
な
く
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
和
な
世
界
を
後

世
に
語
り
継
ぐ
上
で
の
貴
重
な
戦
争
遺
跡
と

し
て
、
多
く
の
方
々
に
こ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
元
年
か
ら
壕
の
一
部
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

暴
案
受
黍
季
最
霊
長
持

匹ヨ

ー弁

喝

防
衛
省
・
防
衛
研
究
所
戦
史
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る
松

代
倉
庫
(
象
山
地
下
壕
)
新
設
工
事
設
計
図
。

地
下
壌
の
断
面
は
、
底
長
四
メ
ト
ル
頂
吉
岡
二
・
七
メ

ー
ト
ル
。
二
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
錦
削
さ
れ
て
お
り
、
五

十
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
横
の
連
絡
坑
が
あ
る
。

壌
は
倉
庫
と
呼
ぴ
、
イ
号
(
象
山
)
口
号
(
舞
鶴
山
)
ハ

号
(
皆
神
山
)
の
三
か
所
で
鋸
削
さ
れ
た
。

必/
司雪禽ロ

ー砂投光器

.総延長:5，853，6m

。松代象山地下壕の現況.概算掘削土量:59，635m'
.床面積:23，404m' 

-・・・・ 見学できるコース(延長約500mの区間)

なお、松代象山地下壊は、平成15年10月に文化庁による「近代遺跡詳細調査jが実施

されました。その調査結果を待ち、今後における地下壌の保存方法などを再検討して

いく予定で丸
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